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十勝バス株式会社

若森 克芳

ＭａａＳＤＡＹＤａｙ ２０１９

「十勝における交通事業のＩＣＴ活用とＭａａＳの実現に向けて 」



乗合バス
（１０８両）

ハイヤー（５台）

福祉ハイヤー（1台） 介護事業

貸切バス
（２２両）

会社概要

 設 立 大正１５年

 従業員数 ２５０名

 車 両 数 １３６両

地域に支えられ９３年。そして１００年企業へ
地域の皆さまに一生涯利用していただける企業をめざして

学童保育事業 生活支援サービス
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 十勝管内１９市町村中、１５市町村を運行

 年間営業走行キロ４８０万km

十勝バスの営業エリア
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十勝管内のバス利用者の推移
路線バスの輸送量と市補助金の推移
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①エリアが広大なためモータリゼーションが堅持されている

②路線バス利用者の減少と人口減少も影響し始めている

③路線バスの便数や路線の維持が困難になりつつある

④自家用車の運転に不安な高齢者が激増している

⑤公共交通は「街づくり」に必要不可欠なインフラである

⑥利用者を増やして公共交通の確保・維持が必要である

地方の公共交通を取り巻く現状



まちづくりのインフラである
『公共交通』の戦略的な活性化策



小学校や高齢者へのＭＭ活動(出前講座)

２００７年から継続・・・



路線バス沿線住民宅に戸別訪問

どうして、バスに乗って
頂けないのですか？

社員による戸別訪問

直接のヒアリングにより
お客さまの生の声を聞き
ニーズの本質を探る



①「不安解消」：

お客さまにとってのハードルは「不安」である

②「目的（地）提案」：

お客さまのニーズは「目的」を達成すること

③ 「移動は手段」 ：

お客さまにとっての公共交通の役割は「手段」

旅客輸送に関する「 原理原則 」
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『不安』の解消と『目的地』の提案



路線上の施設＋路線バス
お互いの強みを
組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える

利用者数の推移
２０１０年度：２,１００名
２０１２年度：３,２００名
２０１４年度：４,６００名
２０１５年度：５,０００名
２０１６年度：５,４００名
２０１７年度：６,５００名 11

２．戦略的な活性化策

(３) 目的提案による『路線の見える化』
： 日帰り路線バスパック



２０１１年度 ：一般生活路線 １ ０.５％増

平成２３年度 ： 路線バス全体 ４.３％増

２０１２年度 ：一般生活路線 １１.７％増

（前々年度対比１２．２p増)

平成２４年度 ： 路線バス全体 １２.４％増

（前々年度対比１６．５p増)

４０年振りに利用客数が増加



人口減少時代においては
「お客さまを減らさない」ではなく

「お客さまを増やす」が
地方交通（路線）維持の絶対条件



①人口減少では利用者維持（減らさない）では減ってしまう

②目的地検索型アプリで不安を解消しお客さまを増やす

③市民・観光客・出張者に路線バスを使って頂く

④インバウンドのお客さまに路線バスを使って頂く

⑤お客さまを増やして公共交通および路線を維持する

人口減少時代においては 「お客さまを増やす」が

地方交通（路線）維持の絶対条件



車内アナウンス、バス停留所の多言語化
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インバウンドに対する情報提供

■車内アナウンス

 路線バスの一部、空港連絡バスにおいて、日本語の車内アナウンスに続い
て英語版を放送

 英語で放送するバス停は一次交通への接続機関、主要観光施設等を優先
的に選択して実施

■バス停留所

 路線バスの一部、空港連絡バス
において、一次交通への接続機
関、主要観光施設等を基準に優
先的に整備

 既存バス停に「バス停名」「行き
先」「乗り方」について英語、中国
語（簡体・繁体）、韓国語で掲示



「お客さまを増やす」ために
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バス会社のノウハウ提供・コンサル

バス会社独自のノウハウ投入
利用者目線のシステムコンサル

経路探索アルゴリズム
解析・開発

時刻表・路線図
運賃等データ提供・確認

システム設計・確認
コンサルテーション

アプリケーション

アルゴリズム連
携

設計・開発・クラウド
環境提供

クラウドシステム
低コスト運用
柔軟性・データ蓄積
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目的地検索型『乗換案内アプリ 』・
『バスロケーションシステム 』開発！

「お客さまを増やす」ために



バスロケ連動～路線バスの不安解消～

知らない路線バスに乗るための大きな三つのハードル(不安)

バスロケ検索結果

検索結果とバスロケーション機能の連携

1.乗り場・乗り方がわからない
2.既に通過したのか、これから来るのかわからない
3.バスが行きたい方向に向かっているのかわからない

乗りたい系統のバスがどこまできているのか
自身が乗ったバス位置確認可能

「もくいく」と「バスロケ」で
「初めての不安」を解消し、
乗りやすい環境を提供



ＩＣＴを利用しバスを活性化
乗降カメラセンサー設置～データ収集と見える化で路線バスを改善

乗降客センサ
技研トラステム

[カメラセンサ]

[コントローラ]

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
ｶｳﾝﾄ通信

Blue
Tooth

スマホ車載器

・路線データ（作成）
・位置情報（GPS）
・乗降データ記録
・データ通信

管理サーバ

・乗降実績帳票
・バスロケ（マップ）
・混雑情報

3G通信

[概要]
・乗降センサ＋スマホ車載器＋管理サーバによるシステム構成。
・乗降センサがバス停別での“乗り”・“降り”をカウントし、スマホ車載器にて記録集計。
・スマホ通信機能により、インターネット上の管理サーバにアップ。(GPS情報も含む)



帯広駅バスターミナル内にＡＩ用窓口を設置



ＡＩ（人口知能）を使ってやってみたいこと

 お客様の顔を認識しお客様に合わせた行き先、プランなどをお奨めする

 お客様の趣味嗜好を学習し次回来たときの挨拶などの会話に生かす

 お客様が必要とする情報をプリントできるようにする

 乗車券発券機能を付けて人手不足の問題を解消する

 訪日外国人旅行者の会話に関するストレスを解消する

 発車案内も自動案内化することで窓口スタッフも新たなサービスをできる

 顧客データをもとにお客様ニーズのあったサービスを提供

 地元店舗を宣伝することで広告収入を得ることができる

 ＡＩ窓口スタッフを育成し、地元の観光と交通に関して良く知っているＡＩ担
当社にしていきます。



バスを とき
バスを降りるときは、運賃箱に整理券を入れてください。
運賃箱横の青い端末機（降り口）にWAONカードをタッ
チ。『ワオンッ！』と鳴いたら、表示の運賃を確認して降車。

↑青い端末機

バスに とき
バスに乗るときは、整理券をお取りください。
整理券発券機上の、青い端末機（乗り口
）にWAONカードをタッチ。
『ピッ♪』と鳴ったら乗車。

車両点検整備などにより、WAONが使えないバスが運行する場合もありますので、ご理解のうえバスのご利用をお願いいたします。
※チャージ金額が運賃に満たない場合、全額現金でのお支払いになります。 お問合せ：十勝バス株式会社 ☎ 0155-37-6500

↑青い端末機 ↑青い端末機

ＷＡＯＮ電子マネー決済

整理券を
取って、
ピッ！

整理券を
入れて、
ワオン！



①不安解消・目的および目的地提案→利用者増

②企画商品化による「路線の見える化」→域外利用者増

③ ＩＴによる「路線の見える化」→アナログより情報力大

④スマホ若者・青年・実年層→あと５年前後で高齢者層

⑤既存の駅名検索型鉄路系アプリ→機能しない

⑥「路線の見える化」へはＩＴ化→ＭａａＳ実現へのベース

目的および目的地検索型乗換案内アプリの意義

「お客さまを増やす」ために



十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞２０１３年７月３０日掲載

二次交通充足地域の創造！
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「お客さまを増やす」ために



複数の路線バス＋全て路線
お互いのネットワークを
組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える

利用者数の推移

２０１７年度：０,１７９名
※１１月～３月の ５ヶ月月間

２０１８年度：１,４６６名

２０１９年度：１,３２５名
※４月～６月の ３ヶ月間

商品化×ネットワーク化 ：
外国人・日本人観光客向けに開発ビジットトカチパス

「お客さまを増やす」ために



「お客さまを増やす」ために

あらゆる交通モードと
アプリにより「競争」→「協創」で連携！



①単独バス事業者では目的地をカバーしきれない

②お客さまから見ると交通事業者の別は関係ない

③目的地に行けるかどうか、行けるのであれば活用する

④東京の鉄路の相互乗入れの事実

⑤ＪＲ北海道は地図に載り、情報のストックが蓄積してる

⑥公共交通の全てがネットワーク化で北海道全域が繋がる

ネットワーク化「繋がる」の意義

「お客さまを増やす」ために



ＭａａＳ＝Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ

様々な形態の

移動サービスが、

あたかも一つの交通で

あるかの様に繋がって

オンデマンドで

目的地に行き着く

国土交通省が「ＭａａＳ政策」策定！

「お客さまを増やす」ために



データオープン化と
他アプリとの連携

29



①観光旅行者は、ほとんどが個人旅行（ＦＩＴ）へ移行

②大都市圏の若年層は、既に免許不保持傾向が顕著

③インバウンド（中国）は、国際免許取得の制限に課題

④インバウンド（東南アジア）は、冬期間の運転に課題

⑤ 一次交通からの最終目的地までの路線が見えて無い

⑥二次交通の「路線の見える化」がますます重要で必要

『 観光立国インバウンド政策 』に潜む

地方の特性による重要な課題

データオープン化と他アプリとの連携



「ＭａａＳ 」の実現に向けて





「ＭａａＳ」で可能になること
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標準フォーマット
オープンデータ化

同じ地域の
バス事業者とも、
アプリが違っても

乗継案内が可能になる

「ＭａａＳ」の実現に向けて



「十勝ＭａａＳ」の実現・充実のために
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農

「ＭａａＳ」の実現に向けて

食

十勝が繋がる！
生活ＭａａＳ×観光ＭａａＳ

商業

医療

健康

交通モードのみならず
十勝らしい「食」「農」や「商業」、
そして、「医療」「ヘルスケア」
と繋がることが重要！



北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！

「ＭａａＳ」の実現に向けて

ジョルダ
ン

乗換案内

Yahoo!
乗換案内

NAVITIME 駅探

バスナビ もくいく駅すぱあと

「北海道ＭａａＳ」の実現のために



「ＭａａＳ」の実現に向けて

移動における「不安解消」「目的地の提案」をＭａａＳ導入により、十
勝の住民と道内外の観光客目線で、１歩進める



十勝バス株式会社

ご清聴、ありがとうございました


